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ヒト iPS 細胞由来神経前駆細胞を用いた  
in vitro 神経毒性試験法の開発と  
グリオーマ幹細胞標的薬開発への応用  
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医薬品を含む種々の化学物質は、成体神経系に対する急性および慢性（遅発性）神経
毒性に加えて、発達途上の胎児や小児に対する発達神経毒性を引き起こす可能性が報告
されており、その安全性確保には、これら神経毒性に対するリスクアセスメントが重要
であり、そのための適切な評価系の開発が求められている。現在の神経創薬・毒性研究
は、主に実験動物を用いた in vivo 曝露試験が使用されているが、生物種差、コスト、ス
ループット、動物愛護の観点から多くの問題を有し、より効果的な代替試験法の開発が
模索されている。近年開発された iPS 細胞作製技術は、倫理的課題を回避した手法で多
数のヒト多能性幹細胞の作製を実現する画期的な技術であり、ヒト iPS 細胞を応用した
in vitro 創薬・毒性研究は次世代の新技術としてその実用化に大きな期待が寄せられて
いる。一方、中枢神経系に原発するグリオーマは現在の標準治療法では治癒が困難な希
少癌の一つであり、新たな治療薬の開発が切望されている。近年の研究から、グリオー
マ形成に重要な役割を担うグリオーマ幹細胞の存在が同定され、グリオーマ幹細胞を標
的とした創薬の重要性が示唆されている。 
そこで本発表では、当研究室で開発を進めているヒト iPS 細胞から作製したヒト iPS

細胞由来神経前駆細胞を用いた in vitro 神経毒性試験法を概説し、グリオーマ幹細胞標
的薬開発への応用可能性を考察する。 

 
どうぞ奮ってご参加ください。 
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